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は じめ に

2003年 度に発足 した表記プロジェク トは、様々な実験を重ねなが ら最終的にはそ

の成果 を市販に耐えられ る高品質のDVD出 版物の リリースとい う形でま とめるこ

とができた。 この三年間の機器のハー ドウエア仕様の革新や ソフ トウエア機能の向

上はめざましいものがあ り、特にDVDの 普及 は3年 前の予測 を大き く上回るもの

であった。DVD業 界では商品の差別化戦略 としてよ り高い付加価値 をつけるノン

リニア圧縮技術の開発に心血 を注いできてお り、その最前線の状況体験ができたこ

とは貴重な成果である。

以下の関係者に謝辞を述べる。まず神奈川大学 と平塚市の間の学術交流協定に基

き平塚市中央公民館の使用へ と導いてくれた関係者一同。貴重な音源 を提供 してい

ただいたピアノ ・デュオのバ トリック ・ジグマノフスキー及びイケダ ・タマ ヨ両氏。

映像撮影では(株)ア ルファ映像スタッフと神奈川大學経営学部卒で映像制作会社

「イメージチーム」代表 を務 める木川良弘氏、元SCNス タッフの中村容氏、録音お

よび全てのデジタルデータのポス トプロダクシ ョンではやは り神奈川大學経営学部

卒で(株)ク リエイティブアーツ取締役である岩崎裕一郎氏。合わせて感謝 したい。

全て無償の協力である。以下に当プロジェク トの概要 と成果を記す。

概 要

ノン リニア方式マルチメデ ィア ・コンテ ンツ生成 の基本 は情報のデ ジタル化 によっ

て実現 した。核 とな る編集機器 にはオーサ リングに優れ た ロー ラン ド社 エデ ィロー

ル ・プ ロキ ッ ト搭載 編集 専用機 種DV-7DLPr。 を採 用 した 。6ト ラ ック編 集 に も複

雑 な プ ロ トコル が不要 であ るこ と、非マイ クロソフ ト系OSユ ー ザ ー で も使 い.r手

55



国際経 営フォーラムNo.17

に問題が生 じない とい う利点、最大120GBと い う導入時期 当時の比較では大容量

HDを もっていたことが挙げ られる。

成果が形 に残 るメディアとして当初か らDVDを 想定 していた。 コンテンツには

市場の要請 として一番音質に厳 しいクラシック音楽(チ ェンバー形式)に 挑戦する

こととした。楽器数 とミュージシャン数は少ないが高度な音響編集技術が要求され

た。にもかかわ らず コンサー ト会場でのライブ演奏 リアル タイム録画に挑戦 した。

また商品 として考えた場合の教育効果や市場の差別化 を図るために最終的にはピア

ノ連弾 とい うジャンルに絞った。

2004年2.月 に平塚市文化財団、 日仏音楽交流推進協会主催で 「華麗なる四人の饗

宴」 とい うコンサー トが開催 されたが、その出演者に当プロジェク トへの協力を要

請 した ところ快諾を得、同年8月 に二人のピアニス トの連弾収録が予定された。8

月は平塚市中央公民館が新 しくコンサー ト用スタインウエイ製グラン ドピアノに入

れ替えた時期で、調律 と試弾を兼ねての録画が可能 となった。以下にまず録画現場

での担当と、次ポス ト・プロダクション段階での作業概況や問題点を挙げる。

収 録

2004年8.月4日 と5日 に行 った 。 配 置 はDVDCAMカ メ ラ4台(ス テ ー ジ 上 方 、

右斜 め、観 客 席 正面、及び移動 アングル用各1台=総 指揮;加 藤担 当、カ メ ラス タ ッ

フ;ア ル フ ァ映像 及 び木 川 良弘 担 当)、 マ イ ク12本(総 指 揮;岩 崎 裕 一 郎 、協 力;日

仏 音 楽 交流 推 進 協 会 ボ ラ ンテ ィア)、 照 明(中 央 公 民館 ス タ ッフ担 当)。 曲 目選 定 と

演奏(ジ グマ ノ フス キ ー 、イ ケ ダ担 当 、譜面補助 ボランテ ィアー、調律師各1名)

と した。 演 奏 収録 曲は 以 下 の通 り(順 不 同)

1)ラ ベ ル 作 曲 「シ エ ラザ ー ド」(正 味13分)

2)ラ ベ ル 作 曲 「ラ ・ヴ ァル ス」(正 味12分)

3)ガ ー シ ュイ ン作 曲 「ラプ ソデ ィ ・イ ン・ブルー」(22分)

4)ス トラ ビンス キー 作 曲 「春 の祭典 」(正 味33分)

*予 備 と して 「ラプ ソデ ィ・エ スパ ニ ョ.___ル」 も収録 。

ま た演 奏者 イ ンタ ビュー を8。月15日 に別 会 場 で実 施 した。 配 置 はカ メ ラ2台(加

藤 担 当、 カ メ ラス タ ッフ;中 村 容)、 録 音(岩 崎裕 一郎 総 指揮)、 ス ク リプ ト作 成 及

び イ ン タ ビュアー(村 上 実樹 担 当)で あ る。
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ポ ス トプ ロダ ク シ ョン

スタインウエイ製 ピアノは音響効果を高めるため、ピアノ内部に高度機密な¥1

装置を組み込んでいる。 これが独特の余韻を産むわけだが、高感度マイクではデ ィ

レイな雑音 として しか入 らず、その適正化調整に多大な時間を要 した。また当初は

5.1チ ャンネル対応 を考えていたが、2005年 時の音源圧縮技術 では業者が限 られ コ

ス トも予想外 に高かった。また建物の構造上、鍵盤真上からのアングルが不可能 に

なったため、映像プランの変更か ら、編集上静止画の導入 も余儀なくされた。単層

標準で最長74分 とい うDVDの 限界にも頭 を悩ませた。2005年 時で複層録画 ・録音

も技術的には可能だったが、その加工のできる設備 をもった独立系業者は関東地方

に数社 しかなく、業者選定にあたっては群馬県、栃木県にまで出向し、技術力の検

討を行った。結論 としては複層録画 ・録音はコス ト的に不可能 と判断 し、単層処理

とした。ボーナス トラックの挿入や音の圧縮比な どに影響が出るためである。その

ためコス ト的にはあま り問題 にな らない非圧縮二枚組みにす るか最後までテス トを

続けた。また量産に向けてのマスタリングのためのエンコー ド作業をどこまで出来

る/や るかの判断が重要であった。

ま とめ

ジャケ ッ トデザインまでを含 めて、市販を考慮 したオ リジナルDVDの 製作は、

現時点では時間 とコス トの問題 が大 きす ぎる。次世代DVDが リリース されてもし

ば らくは高品質 な自作DVDも 難 しい と思われ るが、マルチメディアの媒体 として

は大きな可能性がある。音響に関 してCD製 作よ りも自由度が高 く、高音質も可能

である。映像に関 してはインフラとして出力デ ィスプレイの性能向上 と廉価化が強

く望まれ る。DVD製 作ほ どにコス トと品質が正比例 している分野 も少ないのでは

ないか とい うのが全体の感想である。
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